
号

令和 4 年 10 月 5 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○

○

（注）

（2）外科

○ ○

○ ○

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

秋田大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患
に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

秋大医総第    1967

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人秋田大学長

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）第9条の2の
2の第1項の規定に基づき、令和3年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入すること。

住所

氏名

〒010-8502　秋田市手形学園町１番１号

国立大学法人　秋田大学

秋田大学医学部附属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

〒０１０－８５４３

電話（　　０１８　　　）　　８３４　－　１１１１　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、その診療科で提
供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

・９，１０で提供されている医療については症状ごとに対応する診療科において提供している。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

４腎臓内科

５神経内科

山　本　文　雄

（様式第10）



（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

307 65 343 47 0

8 4 10.4 10 43

33 0 33.0 5 0

0 0 0 5 0

25 2 26.6 0 0

658 18 672.1 19 0

0 0 0 0 37

3 0 3.0 2 195

7 0 7.0 35 0

腫瘍内科 

病理診断科 高齢者臨床検査科
糖尿病・内分泌
内科

乳腺・内分泌外科

老年内科 食道外科 形成外科
リハビリテーショ

ン科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として「歯科」を含まな
い病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」
「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し
ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこと）。

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

36 2 0

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

0 577 615

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者



（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 31 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数の合計を小
数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入す
ること。

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 14

合計

3

6

9

5

15

12

5

180

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

35

31

6

15

12

12

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数の合計を小数点
以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　南谷佳弘　　　　　　） 任命年月日

・医療安全管理室副室長として平成25年4月1日から平成27年3月31日まで着任した。
・医療安全管理委員として平成30年4月1日から平成31年3月31日まで着任した。

歯科等以外 歯科等 合計

506.9

989.9

776.2

110

4

17

282

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ以外の診療料を
受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入すること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の二の算定式に
基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

499.5

938.3

7.4

51.6



10　施設の構造設備

16 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

246.36 ㎡ （主な設備）

35.06 ㎡ （主な設備）

227.86 ㎡ （主な設備）

65.2 ㎡ （主な設備）

1,186 ㎡ （主な設備）

354.3 ㎡ 室数 室 人

39.43 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

有

（注）

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

学長が指名する理事又
は副学長

3

利害
関係

委員の要件
該当状況

伊藤　伸一 秋田県医師会

秋田県医師会副会長と
いう要職を務めており、
また、医療安全に精通

した医師である。

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

田中　伸一 田中法律事務所
法律事務所を営んでお
り、法律に関する見識を
有する弁護士である。

1

石塚　真人 秋田テレビ株式会社

テレビ局という公共のメ
ディアで業務に従事して
おり、高い見識を持つ者

である。

2

尾野　恭一
秋田大学理事（研究・地
方創生・広報担当）、副

学長

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
889.98 鉄骨鉄筋

コンクリート
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋鉄骨コンクリート

鉄筋鉄骨コンクリート

鉄筋鉄骨コンクリート

床面積

鉄筋鉄骨コンクリート

鉄筋鉄骨コンクリート

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

222.8

ディスクリート方式臨床化学自動分析装置、全自動血液分析装置

細菌培養同定検査装置、細菌薬剤感受性検査装置

床面積

共用する室名

鉄筋鉄骨コンクリート

鉄筋鉄骨コンクリート

1

収容定員

蔵書数

286

300

病床数 19250.53

算出
根拠

顕微鏡、自動免疫染色装置、凍結組織切片作成装置、薄切装置

解剖台、流し

パソコン書籍棚　他

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 87.7 逆紹介率 91.9

1

9257

11006

1243

11970

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

服薬指導推進室、DI室、薬品測定室、洗浄室、薬剤師室、薬務室



13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

大学のHPで公表している。

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

6

1

6

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 7 171 ウィルソン病 3
2 筋萎縮性側索硬化症 25 172 低ホスファターゼ症 0
3 脊髄性筋萎縮症 1 173 VATER症候群 0
4 原発性側索硬化症 0 174 那須・ハコラ病 0
5 進行性核上性麻痺 8 175 ウィーバー症候群 0
6 パーキンソン病 79 176 コフィン・ローリー症候群 0

7 大脳皮質基底核変性症 2 177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

0

8 ハンチントン病 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
9 神経有棘赤血球症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
11 重症筋無力症 39 181 クルーゾン症候群 0
12 先天性筋無力症候群 0 182 アペール症候群 0
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 41 183 ファイファー症候群 0

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
9 184 アントレー・ビクスラー症候群 0

15 封入体筋炎 2 185 コフィン・シリス症候群 0
16 クロウ・深瀬症候群 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
17 多系統萎縮症 8 187 歌舞伎症候群 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 25 188 多脾症候群 0
19 ライソゾーム病 2 189 無脾症候群 0
20 副腎白質ジストロフィー 2 190 鰓耳腎症候群 0
21 ミトコンドリア病 4 191 ウェルナー症候群 0
22 もやもや病 9 192 コケイン症候群 0
23 プリオン病 0 193 プラダー・ウィリ症候群 1
24 亜急性硬化性全脳炎 1 194 ソトス症候群 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 195 ヌーナン症候群 1
26 HTLV-1関連脊髄症 1 196 ヤング・シンプソン症候群 0
27 特発性基底核石灰化症 0 197 １p36欠失症候群 0
28 全身性アミロイドーシス 8 198 ４p欠失症候群 0
29 ウルリッヒ病 0 199 ５p欠失症候群 0
30 遠位型ミオパチー 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
31 ベスレムミオパチー 0 201 アンジェルマン症候群 0
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 202 スミス・マギニス症候群 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 203 22q11.2欠失症候群 0
34 神経線維腫症 15 204 エマヌエル症候群 0
35 天疱瘡 9 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
36 表皮水疱症 1 206 脆弱X症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 9 207 総動脈幹遺残症 0
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 208 修正大血管転位症 0
39 中毒性表皮壊死症 0 209 完全大血管転位症 1
40 高安動脈炎 8 210 単心室症 1
41 巨細胞性動脈炎 1 211 左心低形成症候群 0
42 結節性多発動脈炎 6 212 三尖弁閉鎖症 0
43 顕微鏡的多発血管炎 11 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 7 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 10 215 ファロー四徴症 1
46 悪性関節リウマチ 3 216 両大血管右室起始症 3
47 バージャー病 1 217 エプスタイン病 1
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 218 アルポート症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 100 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 46 220 急速進行性糸球体腎炎 0
51 全身性強皮症 45 221 抗糸球体基底膜腎炎 0
52 混合性結合組織病 16 222 一次性ネフローゼ症候群 19
53 シェーグレン症候群 12 223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
54 成人スチル病 8 224 紫斑病性腎炎 4
55 再発性多発軟骨炎 2 225 先天性腎性尿崩症 0
56 ベーチェット病 29 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1
57 特発性拡張型心筋症 15 227 オスラー病 14
58 肥大型心筋症 4 228 閉塞性細気管支炎 1
59 拘束型心筋症 0 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1
60 再生不良性貧血 12 230 肺胞低換気症候群 0
61 自己免疫性溶血性貧血 3 231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0
62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2 232 カーニー複合 1
63 特発性血小板減少性紫斑病 24 233 ウォルフラム症候群 0

4　指定難病についての診療
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64 血栓性血小板減少性紫斑病 1 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0

65 原発性免疫不全症候群 2 235 副甲状腺機能低下症 1
66 IgＡ 腎症 9 236 偽性副甲状腺機能低下症 2
67 多発性嚢胞腎 18 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0
68 黄色靱帯骨化症 8 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1
69 後縦靱帯骨化症 19 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0
70 広範脊柱管狭窄症 1 240 フェニルケトン尿症 1
71 特発性大腿骨頭壊死症 34 241 高チロシン血症1型 0
72 下垂体性ADH分泌異常症 9 242 高チロシン血症2型 0
73 下垂体性TSH分泌亢進症 1 243 高チロシン血症3型 0
74 下垂体性PRL分泌亢進症 7 244 メープルシロップ尿症 0
75 クッシング病 2 245 プロピオン酸血症 1
76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0 246 メチルマロン酸血症 0
77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 13 247 イソ吉草酸血症 0
78 下垂体前葉機能低下症 47 248 グルコーストランスポーター1欠損症 0
79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0 249 グルタル酸血症1型 0
80 甲状腺ホルモン不応症 1 250 グルタル酸血症2型 0
81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1 251 尿素サイクル異常症 3
82 先天性副腎低形成症 1 252 リジン尿性蛋白不耐症 2
83 アジソン病 0 253 先天性葉酸吸収不全 0
84 サルコイドーシス 49 254 ポルフィリン症 0
85 特発性間質性肺炎 16 255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0
86 肺動脈性肺高血圧症 10 256 筋型糖原病 0
87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0 257 肝型糖原病 2

88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 4 258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0

89 リンパ脈管筋腫症 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

90 網膜色素変性症 9 260 シトステロール血症 0
91 バッド・キアリ症候群 1 261 タンジール病 0
92 特発性門脈圧亢進症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
93 原発性胆汁性肝硬変 36 263 脳腱黄色腫症 0
94 原発性硬化性胆管炎 4 264 無βリポタンパク血症 0
95 自己免疫性肝炎 11 265 脂肪萎縮症 0
96 クローン病 61 266 家族性地中海熱 1
97 潰瘍性大腸炎 124 267 高ＩｇＤ症候群 0
98 好酸球性消化管疾患 4 268 中條・西村症候群 0

99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
101 腸管神経節細胞僅少症 0 271 強直性脊椎炎 4
102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
103 CFC症候群 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
104 コステロ症候群 0 274 骨形成不全症 0
105 チャージ症候群 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
106 クリオピリン関連周期熱症候群 0 276 軟骨無形成症 0

107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

1 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0

108 TNF受容体関連周期性症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

109 非典型溶血性尿毒症症候群 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

110 ブラウ症候群 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
111 先天性ミオパチー 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
113 筋ジストロフィー 12 283 後天性赤芽球癆 2
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 285 ファンコニ貧血 0
116 アトピー性脊髄炎 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
117 脊髄空洞症 0 287 エプスタイン症候群 0
118 脊髄髄膜瘤 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0
119 アイザックス症候群 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 3
120 遺伝性ジストニア 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
121 神経フェリチン症 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 292 総排泄腔外反症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 293 総排泄腔遺残 0
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124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0

126 ペリー症候群 0 296 胆道閉鎖症 8
127 前頭側頭葉変性症 0 297 アラジール症候群 2
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 298 遺伝性膵炎 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 299 嚢胞性線維症 0
130 先天性無痛無汗症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 9
131 アレキサンダー病 0 301 黄斑ジストロフィー 1
132 先天性核上性球麻痺 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
133 メビウス症候群 0 303 アッシャー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
135 アイカルディ症候群 0 305 遅発性内リンパ水腫 0
136 片側巨脳症 0 306 好酸球性副鼻腔炎 19
137 限局性皮質異形成 0 307 カナバン病 0
138 神経細胞移動異常症 0 308 進行性白質脳症 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
140 ドラベ症候群 1 310 先天異常症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 311 先天性三尖弁狭窄症 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

145 ウエスト症候群 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

146 大田原症候群 0 316 カルニチン回路異常症 1
147 早期ミオクロニー脳症 0 317 三頭酵素欠損症 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 318 シトリン欠損症  0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

150 環状20番染色体症候群 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

151 ラスムッセン脳炎 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 324 メチルグルタコン酸尿症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
156 レット症候群 0 326 大理石骨病 0

157 スタージ・ウェーバー症候群 0 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
0

158 結節性硬化症 1 328 前眼部形成異常 0
159 色素性乾皮症 1 329 無虹彩症 0

160 先天性魚鱗癬 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症
旧病名（先天性気管狭窄症）

0

161 家族性良性慢性天疱瘡 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 1
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 10 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
163 特発性後天性全身性無汗症 3 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
164 眼皮膚白皮症 0 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 1 335 ネフロン癆 0
166 弾性線維性仮性黄色腫 1 336  家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合体） 0
167 マルファン症候群 9 337 ホモシスチン尿症 1
168 エーラス・ダンロス症候群 1 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
169 メンケス病 0 339
170 オクシピタル・ホーン症候群 0 340

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。 疾患数 338
合計患者数（人） 1342



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・無菌治療管理加算1

　・養育支援体制加算

　・

　・

　・患者サポート体制充実加算 　・

　・指導強化加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・医療安全対策加算1

　・感染対策向上加算1

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料2

　・急性期看護補助体制加算　夜間看護体制加算

　・看護職員夜間配置加算　12:1(1)

　・地域医療体制確保加算

　・特定集中治療室管理料2

　・小児加算

　・小児入院医療管理料　(プレイルーム加算)

　・無菌治療室管理加算1

　・無菌治療室管理加算2

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・地域連携分娩管理加算

　・後発医薬品使用体制加算3

　・データ提出加算2　200床以上

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科急性期医師配置加算2のイ

　・早期離床・リハビリテーション加算（※ICU）

　・早期栄養介入管理加算

　・新生児特定集中治療室管理料1

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算2

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料1　一般7:1

　・特定機能病院入院基本料3　精神10:1

　・入院栄養管理体制加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算2

　・医師事務作業補助体制加算1　25:1

　・急性期看護補助体制加算　25:1（5割以上）

　・急性期看護補助体制加算　夜間100対1

　・入退院支援加算1

　・入院時支援加算

　・認知症ケア加算1

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・精神病棟入院時医学管理加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

（様式第2）
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　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・神経学的検査

　・補聴器適合検査 　・ロービジョン検査判断料

　・コンタクトレンズ検査料1 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・先天性代謝異常症検査 　・抗アデノ随伴ウィルス9型（AAV9）抗体

　・検体検査管理加算(Ⅳ)  　・遺伝カウンセリング加算

　・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特
異性同定検査）

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

　・人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・皮下連続式グルコース測定

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

　・時間内歩行試験 　・シャトルウォーキングテスト

　・胎児心エコー法 　・ヘッドアップティルト試験

　・精神科退院時共同指導料1 　・精神科退院時共同指導料2

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 　・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

　・救急搬送診療料　重症者搬送加算 　・在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・BRCA1/2遺伝子検査 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・遺伝学的検査 　・染色体検査の注２に規定する基準　絨毛染色体検査

　・外来放射線照射診療料 　・外来腫瘍化学療法診療料1

　・二次性骨折予防継続管理料１ 　・院内トリアージ実施料

　・療養・就労両立支援指導料の注3に掲げる相談支援加算 　・がん治療連携計画策定料

　・医療機器安全管理料1 　・医療機器安全管理料2

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・薬剤管理指導料

　・がん患者指導管理料ロ 　・がん患者指導管理料ニ

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・腎代替療法指導管理料

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・小児運動器疾患指導管理料

　・一般不妊治療管理料 　・生殖補助医療管理料１

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・がん患者指導管理料イ

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・外来栄養食事指導料　注3に規定する基準
　・心臓ペースメーカー指導管理料の柱5に規定する遠隔モ
ニタリング加算

　・重度喘息患者治療管理加算 　・糖尿病合併症管理料

高度の医療の提供の実績
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　・経カテーテル大動脈弁置換術 　・胸腔鏡下弁置換術

　・経皮的僧帽弁クリップ術 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房
切除術に限る。）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ節
生検(併用)

　・乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネルリンパ節
生検(単独)

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術(乳房切除後)

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・経皮的冠動脈形成術(特殊カテーテルによるもの) 　・胸腔鏡下弁形成術

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 　・人工中耳植込術

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型(拡大副鼻腔手術)

　・経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建
を伴うもの）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術含む）

　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 　・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法
　・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRIによるも
の）

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離捜査を行うもの） 　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（過活動膀胱）

　・羊膜移植術

　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶体再建術
併用眼内ドレーン挿入術）

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） 　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

　・網膜再建術 　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術

　・磁気による膀胱等刺激法 　・センチネルリンパ節加算

　・皮膚移植術（死体）
　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・処理骨再建加算
　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・椎間板内酵素注入療法 　・内視鏡下脳腫瘍生検術

　・内視鏡下脳腫瘍摘出術
　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術

　・運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 　・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ) 

　・がん患者リハビリテーション料 　・精神科作業療法

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・医療保護入院等診療料

　・人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１、２） 　・導入期加算2及び腎代替療法実績加算

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 　・CT撮影及びMRI撮影

　・冠動脈CT撮影加算 　・乳房MRI撮影加算

　・小児鎮静下MRI撮影加算 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・外来化学療法加算1 　・無菌製剤処理料

　・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)  　・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

　・内服・点滴誘発試験 　・CT透視下気管支鏡検査加算

　・画像診断管理加算2 　・ポジトロン断層撮影



　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・膀胱水圧拡張術 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・腎腫瘍凝固・焼灼術(冷凍凝固によるもの)
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援機器を用い
るもの)

　・腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・同種死体腎移植術 　・生体腎移植術

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 　・補助人工心臓

　・植込型補助人工心臓(非拍動流型) 　・経皮的下肢動脈形成術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉以
上)を伴うものに限る。)

　・腹腔鏡下肝切除術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術（経静脈電極の場合）

　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極

　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）



　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 19

剖検率（％） 4.9

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

週に1回程度

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名
研 究 者 氏

名
所  属  部  門 金   額（円）

IDH-wildtype gliomaにおける悪性化機構の解明 小野　隆裕 脳神経外科 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

肺リンパ管の微細構造変化からみた新生児慢性肺
疾患の新たな組織像の探索

安達　裕行 小児科 390,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

酸性スフィンゴミエリナーゼ欠損症の新たな診断法
開発と新規バイオマーカー同定

加藤　明英 小児科 650,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新生児慢性肺疾患におけるピルビン酸デヒドロゲ
ナーゼ4の重要性

伊藤　誠人 小児科 2,470,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

先天性代謝異常等検査事業 高橋　勉 小児科 122,223
補
委

秋田県

地域医療機関における未診断疾患イニシアチブ
（IRUD)の臨床活用

高橋　勉 小児科 3,900,000
補
委

国立研究開発法人
国立精神・神経医
療研究センター

ω3系脂肪酸の肝庇護作用と脂質プロファイル網
羅的解析による肝障害の新規治療戦略

森井　真也子 小児外科 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

食と肥満による腸内細菌叢異常と泌尿器癌進展と
治療抵抗性の分子機構解明と制御

羽渕　友則 泌尿器科 4,550,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

高脂肪食摂取下の前立腺癌進展における腸内細
菌と脂肪炎症による癌浸潤免疫細胞制御

成田　伸太郎 泌尿器科 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

化学内分泌療法抵抗性前立腺癌における癌周囲
微小環境によるHippo経路制御の役割

奈良　健平 泌尿器科 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腎細胞癌における脂肪由来幹細胞の役割の解明
と新たな治療戦略の開発

沼倉　一幸 泌尿器科 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ABO血液型不適合腎移植における抗血液型抗体
価リバウンド現象発症機序の解明

山本　竜平 泌尿器科 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腎細胞癌における免疫チェックポイント阻害薬の治
療効果を予測するバイオマーカー探索

嘉島　相輝 泌尿器科 2,730,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

デジタルシステムで尿失禁量を自動的に測定・記
録する新しい評価方法の検証と確立

山本　竜平 泌尿器科 500,000
補
委

秋田県

臓器移植における免疫学的ハイレスポンダーと拒
絶反応との関連性

齊藤　満 血液浄化療法部 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

補助元又は委託元

（様式第3）



新たな視点から炎症病態の理解をめざす細胞の物
性評価

植木　重治 中央検査部 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

多発性骨髄腫におけるレナリドミドのNK細胞感受
性を決定する要因の探索

小林　敬宏 中央検査部 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

体内環境中の真菌を制御する手法の開発 植木　重治 中央検査部 650,000
補
委

学校法人東海大学

PEECコース（自殺未遂による救急患者の心のケア
を図るための対応訓練）

中永　士師明 救急部 346,106
補
委

秋田県

グルカゴン抑制による筋形成低下を伴わない蛋白
負荷からの腎保護効果について

森井　宰 老年科 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

糖尿病腎線維化に対する血管平滑筋GLP-1受容
体シグナルの役割

藤田　浩樹 老年科 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

脂肪組織におけるマクロファージを介したGIP受容
体シグナルの役割の解明

清水　辰徳 老年科 2,210,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

NFIAによる糖・脂質・エネルギー代謝制御の統合
的理解と肥満症の治療戦略

脇　裕典 老年科 4,680,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新規脂肪前駆細胞群のエピジェネティック制御機
構の解明

脇　裕典 老年科 3,250,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

電子カルテ情報活用型多施設症例データベース
を利用した糖尿病に関する臨床情報収集に関する
研究（J-DREAMS)

藤田　浩樹 老年科 300,000
補
委

国立研究開発法人
国立国際医療研究
センター

NFIAを標的としたヒト肥満治療法開発のための研
究展開

脇　裕典 老年科 1,300,000
補
委

国立大学法人東京
大学

認知症の共生と予防に関するエビデンス構築(21-
18）高齢者２型糖尿病における認知症予防のため
の多因子介入研究（J-MIND-Diabetes）

藤田　浩樹 老年科 500,000
補
委

国立研究開発法人
国立長寿医療研究
センター

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研
究事業　生活習慣病を伴う複数疾患を有する高齢
者に対する栄養療法支援アプリ作成に関する研究

藤田　浩樹 老年科 260,000
補
委

学校法人藤田学園
藤田医科大学

食道扁平上皮癌に対するTLR3アゴニストを用いた
新規免疫療法の確立

佐藤　雄亮
第二外科

1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

高精度遺伝子解析および遺伝子編集技術を用い
た放射線感受性中心因子の検索

脇田　晃行
第二外科

1,820,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

免疫染色によるHER2過剰発現の定量的判定法の
開発

水沢　かおり 第二外科 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

食道癌リンパ節転移を支配する決定的なRNA修飾
（エピトランスクリプトーム）の解明

本山　悟 第二外科 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会



CRP遺伝子多型解析による食道癌リンパ節転移リ
スク診断キットの開発

本山　悟 第二外科 57,460,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発
機構

がん化学療法後に増悪した根治切除不能な進行・
再発食道扁平上皮癌に対するNivolumab療法にお
けるバイオマーカー探索を含む前向き観察研究

佐藤　雄亮 第二外科 0
補
委

学校法人慶應義塾

脳動静脈奇形の発達過程を探る:in vivo血管新生
モデルと臨床検体の統合解析

伊藤　行信 病理部 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腫瘍産生分泌小胞が整えるがん微小環境に着目
したDSRCT肝転移成立維持機構の解明

山本　洋平 病理部 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

抗精神病薬誘発性代謝異常に関するメカニズム研
究

赤嶺　由美子 薬剤部 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腎移植患者のエベロリムス投与後の脂質異常症発
現要因の解明

加賀谷　英彰 薬剤部 430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ボスチニブによる腎機能障害の要因探索 鐙屋　舞子 薬剤部 460,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

非小細胞肺癌患者におけるオシメルチニブ血中濃
度と副作用の関係性

横田　隼人 薬剤部 410,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

卒後臨床研修の効果的な実施のための調査検討
事業

赤嶺　由美子 薬剤部 3,100,000
補
委

一般社団法人日本
病院薬剤師会

腸管上皮細胞における小胞体ストレス応答関連分
子CHOPの役割の解析

下平　陽介 消化器内科 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

個別リスクに基づく適切な胃がん検診提供体制構
築に関する研究

飯島　克則 消化器内科 100,001
補
委

公益財団法人宮城
県対がん協会

新規エコー技術を用いた微小血流の可視・定量化
と心血管病への臨床応用

渡邊　博之 循環器内科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

圧受容器反射の感度改善を介した新しい心不全
治療を目指して

佐藤　和奏 循環器内科 130,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

抗腫瘍薬性心不全におけるRNA制御機構の意義
の解明

佐藤　輝紀 循環器内科 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

慢性閉塞性肺疾患におけるCell Fate Commitment
に関する研究

中山　勝敏 呼吸器内科 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

喘息病態における好酸球ETosisと気道上皮細胞の
相互作用に関する分子生物学検討

竹田　正秀 呼吸器内科 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト赤芽球におけるオルガネラリロケーションの統括
的制御機構の解明

鵜生川　久美 第三内科 390,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会



膜性腎症の病因・病態に関与する新規自己抗原の
同定と臨床応用に向けた発展的研究

小松田　敦 第三内科 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

単クローン性免疫グロブリン惹起性腎障害の新規
疾患概念：臨床病理像と発症機序

奈良　瑞穂 第三内科 1,430,000
補
委

公益財団法人宮城
県対がん協会

造血幹細胞におけるHLA-C発現量と抗原抗体反
応に関する検討

山下　鷹也 第三内科 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

好酸球性多発血管炎性肉芽腫の腎障害メカニズ
ムの解明

齋藤　雅也 第三内科 1,820,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

慢性骨髄性白血病患者における第二世代チロシン
キナーゼ阻害薬の中止後の無治療寛解の評価と
最適化

高橋　直人 第三内科 1,170,000
補
委

学校法人
近畿大学

患者レジストリを活用した筋萎縮性側索硬化症治
療薬開発のための第２相医師主導治験

高橋　直人 第三内科 130,000
補
委

国立大学法人京都
大学

未治療低腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するリツキシ
マブ早期介入に関するランダム化比較第Ⅲ相試験

亀岡　吉弘 第三内科 650,000
補
委

国立大学法人山形
大学

モデルマウスによるDowling-Degos病の包括的病
態解明と治療薬開発

河野　通浩 皮膚科 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

アトピー性皮膚炎と皮膚バリア機能におけるaPKC
の役割と治療標的としての可能性

野口　奈津子 皮膚科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

メラノーマ「様」細胞の分子遺伝学的検討と新規癌
関連遺伝子の同定

能登　舞 皮膚科 2,600,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

体細胞復帰変異によるモザイク健常皮膚由来の培
養表皮シートを用いた表皮融解性魚燐癬の治療法
開発

河野　通浩 皮膚科 6,825,000
補
委

国立大学法人東海
国立大学機構

乳児期発症のアトピー性皮膚炎の予後を追跡しア
レルギーマーチへの診療の影響と期間因子を探索
する前向きコホート研究

河野　通浩 皮膚科 650,000
補
委

国立研究開発法人
国立成育医療研究
センター

高齢化に伴うサルコペニアを基軸とする術後認知
機能障害の統合的理解

合谷木　徹 麻酔科 390,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

術後認知機能障害におけるRhoキナーゼ阻害薬の
予防効果と作用機序の探求

木村　哲 麻酔科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

術後認知機能障害における骨格筋制御因子ミオス
タチンの役割

根本　晃 麻酔科 910,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

術後認知機能障害におけるアストロサイト活性化阻
害薬ONO-2506の効果と役割

山本　夏子 麻酔科 2,990,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

睡眠状態誤認の病態解明を通じた難治性不眠症
の診断治療アプローチに関する研究

三島　和夫 精神科 3,120,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会



早産児の知的発達を促す睡眠プログラムの開発 太田　英伸 精神科 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

生理的および認知的過覚醒の残存は大うつ病性
障害の再発準備性を予測するか

竹島　正浩 精神科 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

睡眠障害・睡眠ポリグラフデータバンク構築研究 三島　和夫 精神科 670,000
補
委

国立研究開発法人
国立精神・神経医
療研究センター

ウェラブルデバイス由来情報の縦断解析に基づく
睡眠関連症状の層別化と精神疾患の臨床転帰の
予測

三島　和夫 精神科 13,000,000
補
委

国立研究開発法人
国立精神・神経医
療研究センター

自閉症児に対するd-セラピー早期療育法の開発 太田　英伸 精神科 2,990,000
補
委

国立研究開発法人
科学技術振興機構

育児ストレスを抑制し良好な母子関係を促すWeb
心理療法評価アプリの開発

太田　英伸 精神科 500,000
補
委

秋田県

口腔機能低下とがんの関連性におけるバイオマー
カーの解明

高野　裕史 歯科口腔外科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

亜鉛徐放型チタン系フレームワークと炭酸アパタイ
トを用いた顎骨再生療法の開発

福田　雅幸 歯科口腔外科 2,080,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

頭頸部癌CD98hc陽性GPNMB陽性細胞は転移能
をもつ癌幹細胞である。

川嵜　洋平 耳鼻咽喉科 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

CD147を中心とした頭頸部癌の炎症性微小環境と
免疫チェックポイント阻害薬抵抗性

鈴木　真輔 耳鼻咽喉科 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

鼻粘膜におけるアデノシン三リン酸(ATP)の神経制
御機構の解明

椎名　和弘 耳鼻咽喉科 780,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

難治性副鼻腔炎における真菌アレルギー関与の
新しい病態発見と展開

山田　武千代 耳鼻咽喉科 5,330,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

頭頸部癌細胞質内に貯留するCx26は予後予測因
子である

飯川　延子 耳鼻咽喉科 780,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

めまい・平衡障害に対する定量的歩行検査の臨床
応用に向けて

小泉　洸 耳鼻咽喉科 130,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ウイズコロナ時代に適合した鼻誘発試験の開発、ダニ舌下免疫療法

の臨床マーカ探索
山田　武千代 耳鼻咽喉科 520,000

補
委

国立大学法人福井
大学

T細胞リンパ腫におけるHDAC阻害剤耐性機構の
解明と耐性克服の治療戦略の確立

北舘　明宏
臨床研究支援セ

ンター
1,820,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬の治療有効性・抵抗性
の要因評価～宿主腫瘍HLA環境解析

藤山　信弘
臨床研究支援セ

ンター
1,170,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会



遺伝子関連情報を基軸にした効率的免疫抑制管
理による革新的長期管理ロジック開発

佐藤　滋
腎疾患先端医療

センター
390,000

補
委

学校法人東京女子
医科大学

網膜疾患の眼血流動態の解明と形態・機能との関
連

岩瀬　剛 眼科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

タイムラプス蛍光ライブセルイメージングで検証す
るヒト第一細胞分裂

寺田　幸弘 産科婦人科 4,290,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

自己iPS細胞質を利用した老化卵子発生能向上の
試み：ヒト受精胚作製による効果検証

寺田　幸弘 産科婦人科 2,600,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

反射音を用いた、胎児に安全な子宮頸管硬度計
測による早産リスク評価の試み

三浦　広志 産科婦人科 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

子宮内膜細胞診用液状検体の遺伝子検査を用い
た漿液性腺癌検診の確立

佐藤　敏治 産科婦人科 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト未成熟卵から単為発生胚にいたる動的解析と
個体加齢および染色体分配異常の関連性

白澤　弘光 産科婦人科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

分子遺伝学的な解析と臨床疫学的な観察から構
築する遺伝性子宮体癌の管理指針

佐藤　直樹 産科婦人科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

人工多能性幹細胞由来樹状細胞のがん局注療法
による全身性がん免疫賦活化療法の確立

牧野　健一 産科婦人科 2,860,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

低侵襲である経会陰超音波を用いた新しい分娩評
価方法の創出

藤嶋　明子 産科婦人科 650,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト胚発育動態と細胞内外の電解質の時間的・空
間的変化との関連

熊澤　由紀代 産科婦人科 3,120,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

PGT-AおよびniPGT-Aのヒト胚診断における意義：
長期胚培養系を用いた検討

佐藤　亘 産科婦人科 2,210,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

胎児心臓超音波の時相および内腔構造の判読シ
ステムに基づく高解像度画像の作成

小野寺　洋平 産科婦人科 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

不妊に悩む夫婦等の身体的・精神的な相談及び
情報等の提供、その他不妊に関する調査研究

寺田　幸弘 産科婦人科 2,159,975
補
委

秋田県

転移性骨腫瘍に対するアクリジンオレンジ血管内
投与の効果の検討

土江　博幸 整形外科 520,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

慢性腎不全モデルラットの骨と骨格筋に対するテリ
パラチドとシナカルセトの効果

本郷　道生 整形外科 1,820,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

傍脊柱筋におけるIL-6，TNFα，PGC-1αの発現
と腰椎後弯、背筋運動の関連

工藤　大輔 整形外科 910,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会



慢性腎不全モデル動物におけるビスホスホネート
薬と運動療法の骨と骨格筋に対する効果

宮腰　尚久 整形外科 3,250,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

エキスパートパネルにおけるレビュー、調査、運用
指針作成協力

松永　俊樹
リハビリテーション

科
650,000

補
委

学校法人藤田学園
藤田医科大学

レーザードップラ血流計を用いた末梢循環の定量
評価と運動療法への応用

高橋　裕介
リハビリテーション

科
1,170,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

高齢者の転倒予防を目的とした仮想現実（VR）併
用体幹バランス訓練機器の開発

斉藤　公男
リハビリテーション

科
1,170,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

超音波画像解析を用いた横隔膜機能評価による
食道がん術後の呼吸器合併症の予測

大倉　和貴
リハビリテーション

科
1,430,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

あきた医師総合支援センター運営事業業務委託 中山　勝敏
総合臨床教育研

修センター
49,654,528

補
委

秋田県

原発性胆汁性胆管炎マウスにおけるB細胞除去後
治療効果持続および治療間隔延長の検討

守時　由起
総合臨床教育研

修センター
910,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

脳由来神経栄養因子に関連した術後認知機能障
害の新たな機序解明

堀越　雄太 集中治療部 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新規肝再生調節因子としてのReg発現制御メカニ
ズムの解明

山本　雄造 消化器外科 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

次世代シーケンサで解明する渡航者の『世界流行
系統』耐性菌の獲得と地域伝播の実態

嵯峨　知生 感染制御部 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

機能性食品としてのディアリルペンタノイドクルクミ
ンによる癌の免疫学的予防法

柴田　浩行 腫瘍内科 910,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新規クルクミン誘導体の血管新生阻害活性の研究 島津　和弘 腫瘍内科 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

糖類付加ディアリルペンタノイド型クルクミン誘導体
による腫瘍制御

柴田　浩行 腫瘍内科 2,050,000
補
委

国立大学法人東北
大学

胸部大動脈手術後脊髄障害予測因子としての神
経特異エノラーゼの有用性の検討

角浜　孝行 心臓血管外科 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト肺静脈心筋における異常自動能の発生機序の
解明

高木　大地 心臓血管外科 1,820,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

面談制限下におけるリモート面談の患者へ与える
影響の調査

杉本　侑孝 緩和ケアセンター 1,820,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

総合的な診療能力を持つ医師養成支援事業業務
委託

南谷　佳弘
総合診療医セン

ター
905,261

補
委

秋田県 　計　117 件



3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委
託元を記入すること。

　　　　2　　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入す
ること。

(注)　1　　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師
等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なもの
を記入すること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番号
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名 論文種別

1 眼科 Investigation of causative factors for unusual shape of macula in eyes with macula-off rhegmatogenous retinal detachment. Original　Article

2 眼科
Rapid Morphological Restoration of Normal Foveal Contour After Spontaneous Epiretinal Membrane Separation from
Retina in Eye with Macular Pseudohole: A Case Report.

Case report

3 眼科
Two years outcomes of treating full-thickness macula hole associated with idiopathic macular telangiectasia type 2 by
internal limiting membrane inverted flap technique: Case reports.

Case report

4 眼科
Four-year follow up of macular intrachoroidal cavitation and chorioretinal atrophy: A case report.
Medicine (Baltimore).

Case report

5 眼科 Peripapillary choroidal thickness assessed by spectral-domain optical coherence tomography in normal Japanese Original　Article

6 眼科
Nasal displacement of retinal vessels on the optic disc in glaucoma associated with a nasally angled passage through
lamina cribrosa.

Original　Article

7 眼科 Association of changes of retinal vessels diameter with ocular blood flow in eyes with diabetic retinopathy. Original　Article

8 眼科
Prevalence of and factors associated with dilated choroidal vessels beneath the retinal pigment epithelium among the
Japanese.

Original　Article

9 眼科
Changes in pulse waveforms in response to intraocular pressure elevation determined by laser speckle flowgraphy in
healthy subjects.

Original　Article 　

10 眼科
Elevated retinal artery vascular resistance determined by novel visualized technique of laser speckle flowgraphy in branch
retinal vein occlusion.

Original　Article

11 眼科
Scleral buckling versus pars plana vitrectomy in simple phakic macula-on retinal detachment: a propensity score-matched,
registry-based study.

Original　Article

12 眼科 Regional and sex differences in retinal detachment surgery: Japan-retinal detachment registry report Original　Article

13 眼科
Rapid Morphological Restoration of Normal Foveal Contour After Spontaneous Epiretinal Membrane

Separation from Retina in Eye with Macular Pseudohole
Case report

14 眼科
Two years outcomes of treating full-thickness macula hole associated with idiopathic macular
telangiectasia type 2 by internal limiting membrane inverted flap technique

Case report

15 眼科 Four-year follow up of macular intrachoroidal cavitation and chorioretinal atrophy Case report

16 胸部外科 A male with primary accessory breast carcinoma in an axilla is strongly suspected of having hereditary breast cancer. Case report

17 胸部外科
Stapler-lavage cytology using a new rapid immunocytochemistry for evaluating surgical margin status after pulmonary
sublobar resection.

Original　Article

18 産婦人科
In situ delivery of iPSC-derived dendritic cells with local radiotherapy generates systemic antitumor immunity and
potentiates PD-L1 blockade in   preclinical poorly immunogenic tumor models.

Original　Article

19 産婦人科 A Case of Ovarian Mucinous Cystadenoma in a Child That Recurred 1 Year after Surgery． Original　Article

20 産婦人科
Consistency between Chromosomal Status Analysis of Biopsied Human Blastocyst Trophectoderm Cells and Whole
Blastocyst Cells．

Original　Article

21 産婦人科
Effects of localisation of uterine adenomyosis on outcome of in vitro fertilisation/intracytoplasmic sperm injection fresh
and frozen-thawed embryo transfer cycles: a multicentre retrospective cohort study．

Original　Article

22 産婦人科 MLH1 promoter hypermethylation predicts poorer prognosis in mismatch repair deficiency endometrial carcinomas． Original　Article

23 産婦人科 A survey of Japanese interns to prepare for mandatory clinical training in obstetrics and gynecology Original　Article

24 産婦人科
Generation of cDC-like cells from human induced pluripotent stem cells
via Notch signaling．

Original　Article

25 歯科口腔外科 How to detect eosinophil ETosis (EETosis) and extracellular traps Original　Article

26 歯科口腔外科 A case of secretory carcinoma of the minor salivary gland in the buccal mucosa Case report

27 歯科口腔外科 A forensic autopsy case: Sudden unexpected death due to cardiac inflammatory myofibroblastic tumor Case report

28 耳鼻咽喉科
CD147 promotes invasion and MMP-9 expression through MEK signaling and predicts poor prognosis in hypopharyngeal
squamous cell carcinoma.

Original　Article

29 耳鼻咽喉科
Clinical Outcomes of Cetuximab and Paclitaxel after Progression on Immune Checkpoint Inhibitors in Recurrent or
Metastatic Head and Neck Squamous  Cell Carcinoma.

Original　Article

30 耳鼻咽喉科
CD147 promotes invasion and MMP-9 expression through MEK signaling and predicts poor prognosis in hypopharyngeal
squamous cell carcinoma

Original　Article

31 耳鼻咽喉科 Eosinophil-mediated inflammation in the absence of eosinophilia Original　Article

32 耳鼻咽喉科 Irradiated fibroblasts increas interleukin-6 expression and induce migration of head and neck squamous cell carcinoma Original　Article

33 腫瘍内科 A novel Lynch syndrome pedigree bearing germ-line MSH2 missense mutation c.1808A>T (Asp603Val). Case report

34 循環器内科 Clinical implications of local impedance measurement using the IntellaNav MiFi OI ablation catheter: an ex vivo study. Original　Article

35 循環器内科 An advanced ultrasound application used to assess peripheral vascular deisease: superb microvascular imaging. Original　Article

36 循環器内科 Clinical Implications of Antegrade Diastolic Pulmonary Artery Flow in Adults Original　Article

37 循環器内科 Thrombosed sinus of Valsalva aneurysm masquerading as a cardiac tumour: a case report. Case report

38 循環器内科 Lead dislodgement after a long-term period of cardiac implantable electronic device implantation Case report

39 循環器内科 Bilateral deep vein thrombosis in pregnancy as first manifestation of an anomalous inferior vena cava. Case report

40 循環器内科 Lead dislodgement after a very long-term period of cardiac implantable electronic device implantation. Case report

41 循環器内科 Wide QRS complex tachycardia and alternating bundle branch block aberration: What is the mechanism? Case report

42 消化器外科 Evaluation of Liver Function and the Role of Biliary Drainage before Major Hepatic Resections. Original　Article

43 小児科 Detection of Pathologic Heart Murmurs Using a Piezoelectric Sensor Original　Article

44 小児科
E44Q mutation in Na V 1.7 in a patient with infantile paroxysmal knee pain: electrophysiological analysis of voltage-
dependent sodium current

Original　Article

45 小児科 Transcatheter Occlusion of a Giant Coronary Artery Fistula in a Neonate Case report

46 小児外科学講座 A Child with Late-presenting Congenital Diaphragmatic Hernia once incorrectly suspected of Pneumothorax Case report
Ryo Watanabe,Mayako
Morii,Taku Hebiguchi,et al.

Iwakawa H, Terata K, Yamanaka
T et al.

wakawa H, Terata K, Tashiro H
et al.

Yamamoto, Y.

Kiichi Takahashi , Kyoichi Ono ,
Hirokazu Ara , et al.

Kiichi Takahashi , Takayoshi
Ohba , Yosuke Okamoto , et al.

Shunsuke Yamada , Mieko Aoki-
Okazaki , Manatomo Toyono

Iwakawa H, Takigawa M, Goya
M,  et al.

Sato W, Suto Y, Yamanaka T,
Watanabe H

Umeta Y,Iino T,Miura K,  et al.

Sato W, Seki K, Yamamoto H,
Watanabe H

Iwakawa H, Terata K, Yamanaka
T, et al.

Kato T, Sato W, Umeta Y,  et
al.

Suzuki, S., Toyoma, S.,
Kawasaki, Y., et al.

Suzuki,S.,Toyoma,S.,Kawasaki,Y
. et al.

Suzuki,S.,Toyoma,S.,Kawasaki,Y
. et al.

Miyabe,Y.,Kobayahi,Y.,Fukuchi,
M. er al.

Suzuki,S.,Toyoma,S.,Kawasaki,Y
. et al.

Sekine, R., Shimazu, K.,
Nakano, D., et al.

Kaneko E, Sato N, Sugawara T
et al

Onodera Y, Matoba Y, Suemitsu
T et al

Makino K, Long MD, Kajihara R
et al

Fukuchi M, Miyabe Y, Furutani
C, et al.

Takano H, Fukuda M,
Hatakeyama S, et al.

Suzuki S，Ohtani M, Matsuo Y,
et al.

Takahashi, E., Terata, K.,
Nanjo, H., et al.

Kurihara, N., Imai, K.,
Takashima, S., et al.

 Oba T, Makino K, Kajihara R et
al(co first author)

Fujishima Ayaka,Kumazawa
Y,Togashi K et al

Takahashi H, Takahashi K, Goto
M et al

Iwasawa T, Takahashi T, Maeda
E et al

Tomita R, Iwase T, Fukami M,
et al

Kawano S, Imai T, Sakamoto T,
et al

Funatsu R, Terasaki H,
Sakamoto T, et al

Kamada R, Iwase T.

Nishiyama S, Iwase T

Abe S, Iwase T

Abe S, Iwase T.

Shibata H, Sawada Y, Ishikawa
M, et al

Sawada Y, Araie M, Shibata H,
et al

Ueno Y, Iwase T, Goto K,
et al

Ito Y, Ito M, Iwase T, et al

Iwase C, Iwase T, Tomita
R, et al

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
雑誌名・

出版年月等

Iwase T, Tomita R, Ra E, et al

Kamada R, Iwase T.

Nishiyama S, Iwase T.

Jpn J Ophthalmol. 2021 May;65(3):363-
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Medicine (Baltimore). 2021 Sep
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Medicine (Baltimore). 2021 Dec
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47 小児外科学講座 A child with Late-presenting Congenital Diaphragmatic Hernia once incorrectly suspected of Pneuothorax. Case report

48 心臓血管外科
Optimal stent length and distal positioning of frozen elephant trunks deployed from the zone 0 for type A acute aortic
dissection.

Original　Article

49 心臓血管外科
 Aortic remodeling mismatch: a potential risk factor of late distal stent graft-induced new entry after frozen elephant
trunk deployment.

Case report

50 心臓血管外科
 Avoiding anticoagulation drugs for postoperative atrial fibrillation enabled successful conservative treatment of left atrial
dissection: a case report.

Case report

51 心臓血管外科
Direct abdominal aortic access for thoracic endovascular aortic repair in a patient with severe aortic and arterial
calcification.

Case report

52 心臓血管外科
Surgical treatment for accidentally discovered pseudoaneurysm of the mitral-aortic intervalvular fibrosa with bicuspid
aortic valve, ascending aortic aneurysm, and myocardial ischemia: a case report.

Case report

53 心臓血管外科 Calcified aortic wall removal for dysphagia aortica caused by chronic traumatic aortic pseudoaneurysm. Case report

54 心臓血管外科 Right coronary ostium occlusion by aortic valve tumor during systole. Case report

55 心臓血管外科
Ruptured type A aortic dissection with saddle pulmonary embolism-like appearance on computed tomography
angiography.

Case report

56 心臓血管外科 Endovascular rescue for malpositioned frozen elephant trunk into the false lumen. Case report

57 心臓血管外科
Risk factors for spinal cord ischemia in frozen elephant trunk-induced upper spinal cord ischemia in patients with
combination of degenerative arch aneurysms and peripheral artery disease: a possible mechanism.

Original　Article

58 心臓血管外科  Pacemaker lead-induced tricuspid valve stenosis and reverse Lutembacher Syndrome. Case report

59 腎泌尿器科学講座
Cavernous branched nerve regeneration using non-tubular artificial nerve sheets using freeze-dried alginate gel combined
with polyglycolic acid mesh in a rat model.

Original　Article

60 腎泌尿器科学講座
Incidence, etiology, prevention and management of ureteroenteric strictures after robot-assisted radical cystectomy: a
review of published evidence and personal experience.

Review

61 腎泌尿器科学講座
Outcomes of axitinib versus sunitinib as first-line therapy to patients with metastatic renal cell carcinoma in the immune-
oncology era.

Original　Article

62 腎泌尿器科学講座 Anaphylaxis induced by intravenous tacrolimus administration during kidney transplant surgery: A Case Report. Case report

63 腎泌尿器科学講座
Macrophage inhibitory cytokine-1 induced by a high-fat diet promotes prostate cancer progression by stimulating tumor-
promoting cytokine production from tumor stromal cells.

Original　Article

64 腎泌尿器科学講座 Altering phosphoinositides in high-fat diet-associated prostate tumor xenograft growth. Original　Article

65 腎泌尿器科学講座
Impact of histological variants on outcomes in patients with urothelial cancer treated with pembrolizumab: a propensity
score matching analysis.

Original　Article

66 腎泌尿器科学講座
Effect of HLA genotype on intravesical recurrence after bacillus Calmette-Guérin therapy for non-muscle-invasive
bladder cancer.

Original　Article

67 腎泌尿器科学講座
Short-term outcomes of risk-adapted upfront docetaxel administration in patients with metastatic hormone-sensitive
prostate cancer: a multicenter prospective study in Japan.

Original　Article

68 整形外科 Share Deep Angiomyxoma of the Thigh That Is Difficult to Diagnose: A Case Report and Literature Review. Case report

69 精神科学講座
Associations Between the 2011 Great East Japan Earthquake and Tsunami and the Sleep and Mental Health of Japanese
People: A 3-Wave Repeated Survey

Original　Article

70 精神科学講座
Does cognitive behavioral therapy for anxiety disorders assist the discontinuation of benzodiazepines among patients with
anxiety disorders? A systematic review and meta-analysis.

Review

71 精神科学講座 Aripiprazole as a new treatment for the prolonged nocturnal sleep of patient with idiopathic hypersomnia. Letter

72 精神科学講座 Association between sleep habits/disorders and emotional/behavioral problems among Japanese children. Original　Article

73 精神科学講座
The Usefulness of the Combination of D-Dimer and Soluble Fibrin Monomer Complex for Diagnosis of Venous
Thromboembolism in Psychiatric Practice: A Prospective Study.

Original　Article

74 総合診療・検査診断学講座 Allergic fungal diseases in the upper and lower airways. Review

75 総合診療・検査診断学講座 Eosinophil-mediated inflammation in the absence of eosinophilia. Review

76 総合診療・検査診断学講座
Eosinophil ETosis-Mediated Release of Galectin-10 in Eosinophilic Granulomatosis With Polyangiitis. Arthritis
Rheumatol.

Original　Article

77 代謝・内分泌内科学講座
Reduction of Superoxide Dismutase 1 Delays Regeneration of Cardiotoxin-Injured Skeletal Muscle in KK/Ta-Ins2 Mice
with Progressive Diabetic Nephropathy

Original　Article

78 代謝・内分泌内科学講座
Effects of GLP-1 receptor agonist on changes in the gut bacterium and
the underlying mechanisms.

Original　Article

79 代謝・内分泌内科学講座 Pick the best of both glucose and lipid metabolism Original　Article

80 第一内科
Association of residual gastric acid secretion with persistent symptoms in gastroesophageal reflux disease patients
receiving standard-dose proton pump inhibitor therapy.

Original　Article

81 第一内科
Effect of acid-reducing agents on clinical relapse in ulcerative colitis with pH-dependent-released 5-aminosalicylic acid: a
multicenter retrospective study in Japan.

Original　Article

82 第一内科 Transoral surgery for superficial head and neck cancer: National Multi-Center Survey in Japan. Original　Article

83 第一内科 A simple prediction score for in-hospital mortality in patients with nonvariceal upper gastrointestinal bleeding. Original　Article

84 第一内科 Long-term endoscopic surveillance for Barrett's esophagus in Japan: Multicenter prospective cohort study. Original　Article

85 第一内科
Risk of metastatic recurrence after endoscopic resection for esophageal squamous cell carcinoma invading into the
muscularis mucosa or submucosa: a multicenter retrospective study.

Original　Article

86 第一内科 Anti-IL-4Ralpha monoclonal antibody dupilumab mimics ulcerative colitis: a case report. Case report

87 第一内科
Potent Acid SuppressionWith Vonoprazan vs Proton Pump Inhibitors Does Not Have Higher Association With
Clostridioides difficile Infection.

Original　Article

88 第一内科 Clinical Course of Ulcerative Colitis Associated with an Age at Diagnosis: A Recent Japanese Database Survey. Original　Article

89 第一内科 Nature and treatment outcomes of bleeding post-bulbar duodenal ulcers. Original　Article

90 第一内科
Differences in treatment and survival between elderly patients with thoracic esophageal cancer in metropolitan areas and
other areas.

Original　Article

91 第一内科 Outcomes in high and low volume hospitals in patients with acute hematochezia in a cohort study. Original　Article

92 第一内科
Identifying Bleeding Etiologies by Endoscopy Affected Outcomes in 10,342 Cases With Hematochezia: CODE BLUE-J
Study.

Original　Article

93 第一内科
Efficacy of polyglycolic acid sheeting with fibrin glue for perforations related to gastrointestinal endoscopic procedures: a
multicenter retrospective cohort study.

Original　Article

94 第一内科
Effectiveness and adverse events of endoscopic clipping versus band ligation for colonic diverticular hemorrhage: a large-
scale multicenter cohort study.

Original　Article

95 第一内科
 A case report suggesting mitochondrial vulnerability in lentiform fork
sign. Case report

96 第一内科
Distressing Belching with Chorea
Induced by Caudate Infarction. Case report
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97 第一内科 The role of advanced endoscopy in the management of inflammatory digestive diseases (Upper GI tract). Review

98 第一内科
Efficacy of acotiamide on postprandial distress syndrome and epigastric pain syndrome depending on the estimated gastric
acid secretion level.

Original　Article

99 第一内科
Effects of anti-thrombotic drugs on all-cause mortality after upper gastrointestinal bleeding in Japan: A multicenter study
with 2205 cases.

Original　Article

100 第一内科
Limited endoscopic mucosal inflammation on equivalent to Mayo endoscopic subscore of 0 unaffect clinical relapse of
ulcerative colitis.

Original　Article

101 第三内科
Successful rituximab treatment of an elderly Japanese patient with HHV8-positive, HIV-negative multicentric Castleman
disease.

Case report

102 第三内科
Correlation between increased immune checkpoint molecule
expression and refractoriness to blinatumomab evaluated
by longitudinal T cell analysis

Case report

103 第三内科 Multiple myeloma with t(11;14)-associated immature phenotype has lower CD38 expression and higher BCL2 dependence Original　Article

104 第三内科
Successful rituximab treatment of an elderly Japanese patient with HHV8-positive, HIV-negative multicentric Castleman
disease

Review

105 第三内科 Impact of hypoxia on the pathogenesis and therapy resistance in multiple myeloma Review

106 第三内科 Regulatory T Cell as a Biomarker of Treatment-Free Remission in Patients with Chronic Myeloid Leukemia Original　Article

107 第三内科
Successful salvage therapy of D-PACE combined with pomalidomide in a patient with triple-class refractory secondary
plasma cell leukemia

Original　Article

108 第三内科 Safety profile of bosutinib in Japanese versus non‑Japanese patients with chronic myeloid leukemia: a pooled analysis Original　Article

109 第三内科 A Case of Adult-onset Still's Disease During Pregnancy Treated with Tocilizumab Original　Article

110 第三内科 Refractory IgG4-Related Disease Complicated With Organizing Pneumonia and Hypertrophic Pachymeningitis Case report

111 脳神経外科 Long-term Survival of a Patient with Diffuse Midline Glioma in the Pineal Region: A Case Report and Literature Review. Case report

112 脳神経外科
Transventricular Preforniceal Approach Combined with Endoscopic Transnasal Surgery for a Giant Pituitary Adenoma: A
Case Report and Literature Review.

Case report

113 脳神経外科 Long-Term Outcomes Of Hypofractionated Stereotactic Radiotherapy For The Treatment Of Perioptic Nonfunctioning. Original　Article

114 脳神経外科
Differentiating Between Primary Central Nervous System Lymphoma and Glioblastoma: The Diagnostic Value of

Combining 
18

F-Fluorodeoxyglucose Positron Emission Tomography with Arterial Spin Labeling
Original　Article

115 皮膚科学・形成外科学講座 Prochlorperazine-induced photoallergic reaction confirmed by photopatch test. Letter

116 皮膚科学・形成外科学講座 Dyshidrosiform pemphigoid due to nivolumab therapy Letter

117 皮膚科学・形成外科学講座 Comment on skin biopsies for diagnosing intravascular lymphoma: A retrospective study of diagnostic accuracy. Letter

118 放射線科
PALLIATIVE REIRRADIATION WITH AN ACCUMULATED DOSE OF 80 GY FOR PAINFUL BRACHIAL PLEXUS
METASTASIS AFTER 60 GY IRRADIATION FOR LYMPH NODE METASTASIS OF BREAST CNACER: A CASE
REPORT 

Case report

119 放射線科
Selective transcatheter arterial infusion of cisplatin in palliative intent for residual bulky tongue cancers after intravenous
systemic chemotherapy combined with radiotherapy: Two case reports 

Case report

120 放射線科
Treatment Outcomes of External Beam Radiation Therapy for Unresectable Locally Advanced Thyroid Cancer with or
without Metastasis: A Retrospective Single-Center Study 

Original　Article

121 放射線科
Safety and Treatment Outcomes of Stereotactic Body Radiotherapy for Pulmonary Tumors : A Retrospective Single-
Center Study

Original　Article

122 薬剤部
Effects of proprotein convertase subtilisin/kexin type 9 and nilotinib plasma concentrations on nilotinib-induced
hypercholesterolemia in patients with chronic myeloid leukemia

Original　Article

123 薬剤部
Relationship between Plasma Concentrations of Afatinib and the Onset of Diarrhea in Patients with Non-Small Cell Lung
Cancer

Original　Article

124 薬剤部
Effects on monotherapy and reduction of antipsychotic drugs by clozapine therapy in Japanese patients with treatment-
resistant schizophrenia

Original　Article

125 薬剤部
Tacrolimus concentrations after renal transplantation in a mother-neonate dyad: Maternal, neonatal and breast milk
measurements

Case report

126 薬剤部
Association between ABCC2 polymorphism and hematological toxicity in patients with esophageal cancer receiving
platinum plus 5-fluorouracil therapy

Original　Article

127 リハビリテーション科
Measuring cervical range of motion with gyroscope/accelerometer eyeglasses (JINS MEME) in persons with and without
neck pain.

Original　Article

128 リハビリテーション科
Association between on-road driving performance test and usual walking speed or sustainable attention in the elderly;
Preliminary survey.

Original　Article

129 器官病態学講座 Collision of Epstein-Barr virus-positive and -negative gastric cancer, diagnosed by molecular analysis: a case report. Case report

130 器官病態学講座 Disorganization of intercalated discs in dilated cardiomyopathy. Original　Article

131 救急・集中治療医学講座 Continuous plasma exchange with dialysis for severe sepsis Original　Article

132 救急・集中治療医学講座 Association between the simplest clinical factors and emergency department dispositions Original　Article

133 救急・集中治療医学講座 Continuous plasma exchange with dialysis for thrombotic microangiopathy in intensive care unit Original　Article

134 救急・集中治療医学講座 Survey on the current status of self-immolation attempts in Akita Prefecture Original　Article

135 救急・集中治療医学講座 Blood purification therapy for severe sepsis Original　Article

136 救急・集中治療医学講座 Daijokito administration in critically ill patients increasing the stool volume Original　Article

137 救急・集中治療医学講座 Severe pleural effusion associated with nilotinib for chronic myeloid leukaemia Case report

138 救急・集中治療医学講座 Plasma adiponectin levels in acute liver failure patients treated with plasma exchange with dialysis Letter

139 救急・集中治療医学講座 A case of cardiac arrest due to a ruptured renal artery pseudoaneurysm, a complication of renal biopsy. Case report

140 救急・集中治療医学講座 Treatment of coronavirus disease 2019 with saikatsugekito Case report

141 救急・集中治療医学講座 Acute appendicitis in an elderly patient treated with choyoto in combination with conservative antibiotic therapy Case report

142 胸部外科
Harmonization across programmed death ligand 1 (PD-L1) assays for lung cancer by immunohistochemistry using
noncontact alternating current electric field mixing.

Original　Article

143 呼吸器内科学講座 Eosinophil extracellular traps in a patient with chronic eosinophilic pneumonia. case report

144 呼吸器内科学講座 Unusual morphologies of blood eosinophils in GM-CSF-producing lung cancer. case report

145 泌尿器科 Altering phosphoinositides in high-fat diet-associated prostate tumor xenograft growth. Original　Article

146 臨床腫瘍学講座 Two Cases of ALK-Altered Cancers of Unknown Primary Diagnosed by Immunohistochemistry Case report
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147 臨床腫瘍学講座 Sudden and severe cardiotoxicity induced with pembrolizumab, its clinical course, therapeutic intervention, and outcome. Case report

148 臨床腫瘍学講座 Two Cases of ALK-Altered Cancers of Unknown Primary Diagnosed by Immunohistochemistry. Case report

149 臨床腫瘍学講座 Sudden and severe cardiotoxicity induced with pembrolizumab, its clinical course, therapeutic intervention, and outcome Case report

150 臨床腫瘍学講座 A novel Lynch syndrome pedigree bearing germ-line MSH2 missense mutation c.1808A>T (Asp603Val) Original　Article

151 臨床腫瘍学講座 Clinical efficacy and safety of second line and salvage aflibercept for advanced colorectal cancer in Akita prefecture Original　Article 計　151件

(注) 1

2

3
4
5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番号
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名 論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～

(注) 1

2

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。
　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。
　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
雑誌名・

出版年月等

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件の
みを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特
定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している
場合に限る。）
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

別添のとおり 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年24回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

    別添のとおり 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回 

 ・研修の主な内容 

  臨床研究セミナー「人と人との繋がりが導いた大型資金獲得～目標は高く目線は低く～」 

(注）前年度の実績を記載すること。 











































































 

 
 

 
 

 
 

 
   
     

  
  
  
   
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  

                                                                                    
 

 
  

 
 

 
 

 
 

    
 

  
 

 
 

 
 

   
  
                  
   

 
 
 

 
 
     
 
                                          
                                            
                                              
                                                



 

 
 

 
   

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                             
                             

  
  
  

 
                  

  
 

  
  
  
                  

 
                  
  

 
  
  

 
                  

 
  
  

 
                  

 
  
  

 
 
 

 

 

     
 
                                           
                                              
                                                
                                                

 



 
 



 
 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

現在の専門医育成プログラムとしては34のコースを用意しており、各プログラムにさまざまなコ

ースを設置して、各人の希望や目的に添った専門医取得を可能としています。 

具体的なコース名は次のとおりです。 

「消化器病専門医プログラム」「神経内科専門医プログラム」「循環器専門医プログラム」「呼

吸器専門医プログラム」「血液内科専門医プログラム」「腎臓内科専門医プログラム」「リウマ

チ専門医プログラム」「糖尿病専門医プログラム」「内分泌・代謝科専門医プログラム」「老年

病専門医プログラム」「腫瘍内科専門医プログラム」「感染症専門医プログラム」「消化器外科

専門医プログラム」「呼吸器外科専門医プログラム」「食道外科専門医プログラム」「乳腺専門

医プログラム」「心臓血管外科専門医プログラム」「小児外科専門医プログラム」「脳神経外科

専門医プログラム」「小児科専門医プログラム」「産婦人科専門医プログラム」「精神科専門医

プログラム」「整形外科専門医プログラム」「皮膚科専門医プログラム」「泌尿器科専門医プロ

グラム」「眼科専門医プログラム」「耳鼻咽喉科専門医プログラム」「放射線科専門医プログラ

ム」「リハビリテーション科専門研修プログラム」「麻酔科専門医プログラム」「救急科専門医

プログラム」「総合診療医プログラム」「臨床検査専門医プログラム」「病理専門医プログラム

」。 

これらのプログラムでは専門研修医の個々の要望に即して構築できるよう、フレキシブルなもの

に設定されており、大学院での先進医学研究・基礎研究を同時進行で行える機会や、県内医療機

関や他大学とのローテートシステムを採用したり国内外への留学を可能にしていたりと、各人の

キャリア目標や生活設計に柔軟な対応ができるよう整備しています。 

また、専門医制度の見直しに合わせて、平成30年度から開始のプログラムは、１９の基本領域の

うち１８領域に対応するコース設定も整備し（未設の形成外科に関しては整備計画中）、上記の

対応が継続されています。専門医取得と大学院進学、さらにはサブスペシャリティまでも視野に

入れた研修も可能で、各自のキャリアプランに応じた研修の提供に努めています。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数      197 人 
（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

飯島 克則 消化器内科 教授 ２９年  

飯島 克則 神経内科 教授 ２９年  

渡邊 博之 循環器内科 教授 ３０年  

中山 勝敏 呼吸器内科 教授 ３３年  

髙橋 直人 血液内科 教授 ３１年  

髙橋 直人 腎臓内科 教授 ３１年  

髙橋 直人 リウマチ科 教授 ３１年  

脇 裕典 糖尿病・内分泌内科 教授 ２２年  

脇 裕典 老年内科 教授 ２２年  

嵯峨 知生 感染制御部 病院教授 ２２年  

打波 宇 消化器外科 准教授 ３１年  

南谷 佳弘 呼吸器外科 教授 ３５年  



南谷 佳弘 食道外科 教授 ３５年  

南谷 佳弘 乳腺・内分泌外科 教授 ３５年  

山本 浩史 心臓血管外科 教授 ３８年  

清水 宏明 脳神経外科 教授 ３５年  

水野  大 小児外科 病院教授 ３４年  

髙橋  勉 小児科 教授 ３５年  

寺田 幸弘 産科 教授 ３３年  

寺田 幸弘 婦人科 教授 ３３年  

三島 和夫 精神科 教授 ３４年  

宮腰 尚久 整形外科 教授 ３２年  

河野 通浩 皮膚科 教授 ２７年  

羽渕 友則 泌尿器科 教授 ３５年  

岩瀬  剛 眼科 教授 ２９年  

山田武千代 耳鼻咽喉科 教授 ３２年  

石山 公一 放射線診断科 准教授   ２６年  

石山 公一 放射線治療科 准教授   ２６年  

新山 幸俊 麻酔科 教授 ２３年  

宮腰 尚久 リハビリテーション科 教授   ３２年  

柴田 浩行 腫瘍内科 教授 ３４年  

中永士師明 救急科 教授 ３２年  

植木 重治 総合診療 教授 ２２年  

大森 泰文 病理診断科 教授 ３３年  

福田 雅幸 歯科口腔外科 病院教授 ３５年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 南谷 佳弘 

  管理担当者氏名 総務課長 飯塚 博幸、医事課長 田村 悟、薬剤部長 南谷 佳弘 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医事課（病歴室） 外来は１患者１カルテ 
入院は１入院１カルテ 各科診療日誌 

処方せん 
手術記録 
看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 年度毎に紙媒体または
電子媒体 高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に
掲
げ

る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 
 

医療に係る安全管理の
ための指針については、
病院情報システム及び
ホームページ上（院内限
定）に掲載。 
その他紙媒体のものに
ついては、資料・議事要
旨等の関係書類をファ
イルに綴じて保管して
いる。 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課 
・年度ごとに紙媒体で 

保管 
 

感染制御に係る指針、 

マニュアル等の改訂を

伴うものについては、 

随時、医療情報端末上 

で最新版を保管 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 
一覧にして電子媒体及

び紙媒体 
従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学センター 
一覧にして紙媒体 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学センター 
年度ごとに紙媒体 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学センター 
一覧にして紙媒体及び

電子媒体 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学センター 
 

年度ごとに紙媒体 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 ホームページ上（院内
限定）に規程を掲載。 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 
ホームページ上（院内
限定）に規程を掲載 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 
一覧にして電子媒体及

び紙媒体 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 
ホームページ上（院内

限定）に規程及び申し

合せを掲載（経過措置

期間中のものを除く） 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 医事課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医事課 
院内に投函ポストを設

置し、毎日回収を行う。 

職員研修の実施状況 医療安全管理部 
 
 
 

年間の研修会開催状況
、出席者を集計し保管
している。 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医事課 
日本医療機能評価機構

が実施している「特定機

能病院管理者研修」受講

状況を対象者に確認。 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 
本学規定集データベー

スシステムに関係規程

を掲載している 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 
開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 



 
 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

　閲覧責任者氏名 病院長　南谷　佳弘

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

管理棟会議室

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課長　飯塚　博幸

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

手続きに関して問い合わせ先を掲示している。
希望があった場合は総務課職員で受け付け、管理棟会議室で閲覧に応じる。

　閲覧の手続の概要

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有 

 
 ・ 指針の主な内容： 
(1)安全管理に関する基本的な考え方 
(2)安全管理のための委員会、その他組織に関する基本的事項 
(3)安全管理のための職員研修に関する基本方針 
(4)医療の安全確保を目的とした改善の方策に関する基本方針 
(5)医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
(6)患者との情報の共有に関する基本方針 
(7)患者からの相談対応に関する基本方針 
(8)その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

(1)医療に係る安全管理の指針に関すること 
(2)医療に係る安全管理の体制に関すること 
(3)医療安全に関するマニュアルに関すること 
(4)医療の安全管理のための職員研修に関すること 
(5)インシデントに関する調査・分析、改善策の策定・実施及び職員への周知
に関すること 

(6)医療事故の判定及び認定に関すること 
(7)策定された改善策の評価及び見直しに関すること 
(8)医療事故及び医事紛争の対応策に関すること 
(9)医療法の規定に基づく死亡または死産の判定及び認定に関すること 
(10)その他医療の安全管理に関し必要なこと 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年4回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
第１回：誤接続防止コネクタ 経腸栄養分野説明会 
第２回：医療における個人情報保護・個人情報を保護するためのセキュリティ

対策 
第３回：せん妄予防研修会 
第４回：糖尿病治療薬について学ぼう！ 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容：特に重要な8件の事故事例につ
いて、医療安全管理部担当者会議にてヒアリングを行い、背景・要因・再発防
止策について検討を行った。 
 
 
 
 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
（１）院内感染対策に関する基本的な考え方 
（２）院内感染対策のための委員会、その他組織に関する基本事項 
（３）院内感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針 
（４）感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
（５）院内感染発生（アウトブレイク）時の対応に関する基本方針 
（６）患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
（７）その他の当該病院等における院内感染対策の推進のために必要な基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 
（１）院内感染制御の指針に関すること 
（２）院内感染制御の体制に関すること 
（３）院内感染制御に関するマニュアルに関すること 
（４）院内感染制御のための職員研修に関すること 
（５）院内感染に関する調査・分析、改善策の策定・実施及び職員への周知に関すること 
（６）策定された改善策の評価及び見直しに関すること 
（７）院内感染の予防対策の実施及び指導に関すること 
（８）感染症発生時の対策に関すること 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年５回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
第1回「標準予防策 Standard Precaution」 
第2回「職業感染防止のために」 
第3回「抗菌薬適正使用2021(1) ここで血培を！」 
第4回「抗菌薬適正使用2021(2) タイムアウト -方針再検討- のすすめ」 
第5回「新型コロナウイルス感染症対策のポイント」 
 
 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

医療関連感染の発生状況を把握するため、院内における感染症の発生動向の状況を共有し
、感染予防及びまん延の防止を図る。また、重大な医療関連感染等が発生し、院内のみでの対
応が困難な事態が発生した場合、又は発生したことが疑われる場合は、地域の専門家等に相談
を行う体制を確保する。さらに「院内感染制御の指針」に即した病院感染制御マニュアルを整
備し、定期的に見直す。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年1回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
 ・医薬品の有効性・安全性に関する情報及び適正使用に関する事項 
・医薬品の安全使用のための業務に関する手順書に関する事項 
・医薬品による副作用が発生した場合の対応に関する事項 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 
(1)医薬品の採用、(2)医薬品の購入、(3)調剤室における医薬品管理、 
(4）麻薬室における医薬品管理、(5)薬品供給室における医薬品管理、 
(6）製剤室における医薬品管理、(7)院内製剤、(8)病棟における医薬品管理、 
(9）外来患者への医薬品使用、(10)入院患者への医薬品使用、 
(11)病棟・各部門への医薬品供給、(12)医薬品情報の収集・管理・提供、 
(13)手術・麻酔部門、(14)集中治療室、(15)救急部門、(16）輸血・血液管理部門、 
(17）生命維持管理装置領域、(18)臨床検査部門・画像診断部門、 
(19）歯科領域、(20）他施設との連携、(21)事故発生時の対応、(22)教育・研修 

 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
 緑内障手術において濾過胞維持目的でのマイトマイシン注の使用 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
  

医薬品の安全使用のために、未承認薬等の医薬品の使用情報については、薬剤師GRMを通じて薬
剤部に情報提供を行い情報の共有化を図っている 
病棟担当薬剤師は、医薬品の投薬状況及び注射の状況、医薬品に係る副作用等の情報を収集し、
薬剤部内で報告、周知している。 
また、病棟担当薬剤師は、病棟において医薬品の安全使用のために、必要に応じて指導等を行

っている。 
医薬品の情報については、PMDAメディナビ、医学論文、製薬企業の医薬情報担当者等より情報

を収集・整理し、毎週薬剤部内で報告している。  
重要な情報については、薬事委員会及び薬品情報を通じて院内周知と周知状況の確認を行って

いる。 
 
 
 
 
 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 ３６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

使用経験のない新しい医療機器の導入時及び特に安全使用に際して技術の習得が必要と考

えられる医療機器に関して，その有効性・安全性，使用方法，保守点検，不具合発生時の対 

応，並びに特に法令上遵守すべき事項に関する研修を定期的に行い，その実施内容を記録し 

ている。また、電子カルテ上で医療機器研修を視聴できる体制としている。 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

保守点検に関する計画の策定に当たっては，医療機器の添付文書に記載されている保守点
検   に関する事項を参照するとともに，必要に応じて当該医療機器の製造販売業者から情報を
提供   してもらい，機種別に保守点検の時期等を記載している。 

また，保守点検の実施に当たっては，その実施状況，使用状況，修理状況並びに購入年等
を把握し記録するとともに，保守点検状況を評価し，必要に応じて安全面に十分配慮した医
療機器の採用に関する助言，保守点検計画の見直しを行っている。 
なお，保守点検を外部に委託する場合も同様の対応を行い，実施状況の記録を保存している。 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 
 

なし。 
 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

医療機器の使用に当たっては，当該医療機器の製造販売業者が指定する使用方法を遵守す

るべく，取扱説明書等の安全使用・保守点検等に関する情報を整理・管理している。 

また，医療機器の不具合情報や安全性情報等の安全使用に資する情報を製造販売業者等か

ら一元的に収集し，得られた情報を当該医療機器に携わる者へ提供するとともに，管理して

いる医療機器の不具合や健康被害等に関する内外の情報を収集し，病院長への報告等を行っ

ている 

なお，情報の収集等においては，製造販売業者が行う医療機器の適正な使用のために必要

な情報の収集に対して病院が協力するよう努めること，及び医療機器について当該品目の副

作用等の発生を知った場合において，保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するため必要

があると認められる時は，厚生労働大臣に対して副作用等の報告義務があることに留意し当

たっている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
 

規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
第2条の3 病院に医療に関する安全管理の確保を図るため、医療安全管理責任者を置く。 
2 医療安全管理責任者は、病院長の命を受け、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安
全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括する。 
3 医療安全管理責任者は、前条に定める副病院長のうちから、病院長が指名する。 
（秋田大学医学部附属病院規程より抜粋） 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ６名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品安全管理責任者が医薬品情報周知のための指示を出す。薬品情報主任が情報を整理し「薬品

情報」を発行する。各部署代表（薬事委員等）は「薬品情報」を自部署で回覧し、職員に情報を周知

する。各部署の職員は「薬品情報」を確認した後、「周知状況報告書」に確認日を記載する。薬事委員

等は「周知状況報告書」をメールあるいは紙媒体で薬品情報主任に提出する。薬品情報主任は各部署

から提出された「周知状況報告書」をとりまとめ、医薬品安全管理責任者および薬事委員会に報告す

る。 

また、同時に病院情報システム・インフォメーション上に「薬品情報」等を掲載し、最新情報を随

時閲覧可能な状態にしている。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に関する規定に基づき、未承認新規医薬品等担当部門

（担当部門）を設置し、未承認等の医薬品の使用に係る必要な確認を行っている。 

医薬品安全管理責任者（薬剤部長）は担当部門長として未承認薬等の使用に関する内容の確認、

使用の適否、使用条件等を決定し、病院長承認後に通知している。 

未 承認薬等の医薬品の使用情報については、薬剤師 GRM を通じて全薬剤師に情報提供を行い情報の

共有化を図っている。 

・担当者の指名の有無（有） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師 DI 主任）  （所属：医療安全管理部，職種 薬剤師 GRM ） 

 



 
 
 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：年１回診療記録監査を行っており、監査で同意書の有無、患者・家族への治療等の説明内容、

患者・家族の署名の有無等を確認している。記載が不十分な場合は責任者が指導を行うこととして

いる 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

各診療科から無作為に 2冊ずつのカルテを選んで監査を行っている。 

 現病歴の記載や研修医の記載に対する指導医の承認等について確認、指導を行ってい

る。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有 

・所属職員：専従（3）名、専任（1）名、兼任（3）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（3）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（0）名 

 うち看護師：専従（1）名、専任（1）名、兼任（0）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

(1) 医療安全管理部の業務に関する企画立案及び評価に関すること 
(2) 院内を巡回し、各部署における医療行為及び医療安全対策が医療安全に関するマニュアル等に
準じて実施されているか把握、分析、評価し、指導すること 

(3) インシデント事例報告書を管理し、集計・分析・評価を行うこと 
(4) 各部署リスクマネジャーの安全管理に関する意識向上を図り、支援を行うこと 
(5) 医療事故発生時の適切な対応と調整、医療事故報告書の作成支援を行うこと 
(6) 医療安全対策に関わる体制を確保するための職員研修を企画・実施すること 
(7) 相談窓口等の担当者と綿密な連携を図り、医療安全対策に関わる患者・家族の相談に適切に応
じる体制を支援すること 

(8) その他医療の安全に関し必要な業務を行うこと 
(9) 部長不在時の代行業務 
モニタリングの具体例 
・診療内容について診療記録監査を年１回実施し、医療安全の認識についてはマニュアル改訂時に
全職員対象のテストを行い確認している。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に



 
 
 

 
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（6件）、及び許可件数（6件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 

高難度新規医療技術提供の適否を審査する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（180 件）、及び許可件数（180 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 

未承認新規医薬品等の使用の適否を審査する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 324 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 105 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

毎月の医療安全管理委員会において、1か月ごとの「死亡報告」「レベル 3b 以上のインシデント報

告」について、それぞれの集計結果を報告する。その中で審議すべき事例があれば、当事者へのヒ

アリングを実施して事例検討を行う。 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 



 
 
 

 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：山形大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：旭川医科大学病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

特になし 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

地域医療患者支援センター・がん相談支援センターで患者からの相談を受理し、医療安全に関す

る内容の場合は医療安全管理部と連携して対応にあたる。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

実施している（規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置③に記載）。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者は日本医療機能

評価機構が実施している「特定機能病院管理者研修」を受講した。 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

ISO9001:2015（令和 4年 2月 1日～2月 3日） 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

認証取得についてホームページに掲載 



 
 
 

 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 特になし 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 基準の主な内容 

１．医師免許を有している者。  

２．特定機能病院の管理者として，医療安全管理について十分な知見を有

するとともに， 次に掲げるいずれかの業務の経験を有する者。  

(1)医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任

者の業務 

 (2)医療安全管理委員会の構成員としての業務  

(3)医療安全管理部門における業務 

 (4)その他上記に準じる業務  

３． 病院組織における管理運営・経営の経験を有し，適切な組織の編成

や 

健全な財務基盤の構築を推進できるなど，強いリーダーシップを 

持って特定機能病院の管理運営ができる者。  

４．秋田大学の基本理念の実現に向け，医学部附属病院としての具体的な 

構想を提示し，それを実現できる者。  

５．県内唯一の特定機能病院である本院の管理者として，先進的な医療の 

開発・提供及び 臨床研修の実践にリーダーシップを発揮すると共に 

地域の医療機関と連携し，中核的役割を果たすことができる者。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

   ▽本学ホームページへ掲載 

 

 

 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

▽本学ホームページへ掲載 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の関

係 

倉林 徹 理事（研究・地方創 ○ 病院長候補適任者選考会議規程 有・無 



 
 
 

 
生・広報担当担当） 第３条第１項第１号に基づく学

長が指名する理事 

尾野 恭一 医学系研究科長  病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第２号に基づく役

職指定 

有・無 

安藤 秀明 医学系研究科保健

学専攻長 

 病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第３号に基づく役

職指定 

有・無 

渡邊 博之 医学系研究科教授  病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第４号に基づく臨

床講座若しくは医学部附属病院

に属する教授のうち学長が指名

する者 

有・無 

小松 順子 医学部附属病院看

護部長 

 病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第５号に基づく役

職指定 

有・無 

富谷 陽子 医学部附属病院中

央検査部臨床検査

技師長 

 病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第６号に基づく中

央診療施設等に属する医療系職

員の技師長等のうち学長が指名

する者 

有・無 

小玉 弘之 秋田県医師会会長  病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第７号に基づく学

長が指名する学外の有識者（医療

者としての経験が長く，さらには

日本医師会常任理事，秋田県医療

審議会会長を歴任されるなど，医

学・医療及び医療安全について豊

富な経験と高い知見を有してい

る。） 

有・無 

佐々木 薫 秋田県健康福祉部

長 

 病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第７号に基づく学

長が指名する学外の有識者（秋田

県の健康福祉に係る担当責任者

として県内の医療事情に精通し，

医療・保健・福祉全般に豊富な知

見を有している。） 

有・無 

山本 浩史 医学系研究科教授  病院長候補適任者選考会議規程

第３条第１項第８号に基づくそ

の他学長が必要と認めた者 

有・無 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
 
 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

▽病院の管理運営に関する重要事項について 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

▽出席者から各部署内へ周知している 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

添付資料１の通り（秋田大学医学部附属病院運営委員会名簿）  

    

    

    

    

    
 
 
  



 
 
 

 
 

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 
 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

▽附属病院の予算責任者として、予算案の作成及び予算の執行について権限と責任を有する
。 

   また、副病院長、病院長補佐、診療科長等の任命及び解任権を有する。 
 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
▽副病院長、病院長補佐が以下の役割を担っている。 
副病院長：危機管理、医療安全、先進医療、手術部運営、職員教育、 

病院機能評価、臨床研究支援、経営、診療効率、働き方改革、 
多職種協働、療養環境、患者サービス   
  

病院長補佐：広報担当、病床運営、材料管理、倫理、女性医師支援、IT関連、臨床工学、 
地域医療患者支援、がん相談、業務改善、渉外、職場改善・職員支援、 
経営効率化、病床運営管理、施設整備 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
▽令和３年度 第３回病院経営次世代リーダー養成塾（国立大学附属病院長会議， 
全国立大学病院事務部長会議，独立行政法人大学改革支援・学位授与機構主催） 
副病院長1名、副看護部長１名参加 

 
▽令和３年度 第４回 医師の働き方改革セミナー（（国立大学附属病院長会議） 

副病院長1名参加 
 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況 

 

監査委員会の設置状況 有 

・監査委員会の開催状況：年 2回 

・活動の主な内容： 

(1) 医学部附属病院における医療安全管理責任者，医療安全管理部，医療安全管理委員会， 

医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任者等に係る業務執行の状況に対する監査  

(2) 監査結果に基づいた，学長及び病院長に対する是正措置に係る意見の表明 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・公表の方法：大学 HPで公表している。 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

伊藤 伸一 秋田県医師会 ○ 秋田県医師会副

会長という要職

を務めており、

また、医療安全

に精通した医師

である。 

無 1 

田中 伸一 田中法律事務

所 

 法律事務所を営

んでおり、法律

に関する見識を

有する弁護士で

ある。 

無 1 

石塚 真人 秋田テレビ株

式会社 

 テレビ局という

公共のメディア

で業務に従事し

ており、高い見

識を持つ者であ

る。 

無 2 

尾野 恭一 秋田大学理事

（研究・地方創

生・広報担当）、

副学長 

 学長が指名する

理事又は副学長 

有 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 



 
 
 

 
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
  ▽平成２９年４月１日に国立大学法人秋田大学コンプライアンス委員会を設置した。委員会は 

必要に応じて開催することとしているが、倫理・服務、ハラスメント、利益相反等個別事項 
ごとに責任者を置き、コンプライアンスに関する業務を担当している。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法：公表していない 
    
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
▽役員ミーティングに毎月の病院の経営状況を報告している。また、必要に応じて役員会におい 
て病院に関する議題について審議されている。決算等については、経営協議会でも審議されている
。 
 
 
・ 会議体の実施状況（ 年 回 ） 
▽役員会     ：年 ２０ 回 
▽役員ミーティング：年 ４５ 回 
▽経営協議会   ：年  ８ 回（うち書面開催４回） 
 
・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ） 
▽役員会     ：有（陪席）年 ２０ 回 
▽役員ミーティング：有    年 ４５ 回 
▽経営協議会   ：有    年  ８ 回 
 
・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
・ 公表の方法 
▽役員会     ：本学ホームページにて掲載 
▽役員ミーティング：公表なし 
▽経営協議会   ：本学ホームページにて掲載 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

添付資料２（役員会名簿）、添付資料３（役員ミーティング名簿）、添付資料４

（経営協議会名簿）の通り 

有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ） 

・周知の方法 

リスクマネジャー会議で周知を図っている。リスクマネジャー会議資料及び議事要旨は、各部署の

リスクマネジャーが自部署職員全員に文書を周知し、職員全員が周知文書を確認しサインをした周

知状況報告書を医療安全管理部へ提出することとしている。また、医療安全対策マニュアル及び医

療安全ポケットマニュアルに内部通報窓口について掲載している。 

 

 

 












